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【緒   言】 
末梢から入力される感覚情報は，運動の修正やモニタリングとして，運動制御・運
動学習で必要とされる．体性感覚情報の時間的識別は，体性感覚情報の中枢神経系で
の処理における高次感覚機能の 1 つである．体性感覚時間弁別閾値 Somatosensory 
Temporal Discrimination Threshold（STDT）は，触覚の時間的処理の測定であり，連続















対象は，右利きの健常成人 15 名（平均年齢 27.1±7.7 歳）とした． 
運動学習課題は，Coin Rotation (CR) 課題を採用した．CR 課題は，左手の第 1～3
指を使用して 5 セントコインの反転（180°ターン）をできるだけ速く繰り返す課題と
した．CR 課題のトレーニング（練習）は，2 分間の練習と 1 分間の休憩を 1 セット
として，10 セット行わせた．パフォーマンスの測定は，CR 課題において 10 秒間で
何回反転できたかを測定した（CR テスト）．なお，CR テストは 3 回測定し，平均値
を測定値（CR スコア）として採用した．パフォーマンスと STDT の測定は，練習前
と 5 セット後，10 セット後に行った．なお，STDT の測定は，非練習側である右側の
計測も行った． 
STDT の測定には，直径 1mm の電極 2 つを 5mm 間隔で配置した双極電極を示指腹
側面の末梢遠位に配置した．2 連続の電気刺激の間隔を 5ms 間隔で漸増させ，3 回連
続で連続刺激として認識できた最初の刺激間隔を上行性閾値(ATDT)とした．続いて刺
激間隔を 5ms 間隔で漸減して，2 連続刺激を単発刺激として 3 回連続で認識できた最
初の刺激間隔を下降性閾値(DTDT)とした．ATDT と DTDT の計測はそれぞれ 3 回行
い，それらの平均値を STDT 値として採用した．電気刺激強度は感覚閾値の 2 倍とし
た．また，測定時には感覚閾値，電気抵抗，皮膚温度を同時に測定した． 
統計解析は，CR スコア，左右の STDT 値，電気刺激強度，皮膚抵抗，皮膚温度そ
れぞれに対し，テスト（練習前と 5 セット後，10 セット後）を要因とした反復測定分
散分析と多重比較を行った．練習側（左）の STDT 値と，非練習側（右）の STDT 値
の比較に関しては，練習後の STDT 値を練習前の STDT 値で正規化し STDT 比とし， 
Wilcoxon signed-rank test を用いて.比較した． 
 
【結   果】 
反復測定分散分析と多重比較の結果，CR スコアでは，練習前と 5 セット後 （p = 
0.001），練習前と 10 セット後（p < 0.001），5 セット後と 10 セット後（p = 0.037）に
有意差が認められ，練習によるパフォーマンスの向上が認められた． 
STDT 値では，左側 STDT 値において，練習前と 5 セット後（p = 0.012），学習前と
10 セット後（p=0.006）に有意差が認められ，練習による STDT 値の減少が認められ
た．右側の STDT においては，有意差は認められなかった．さらに，STDT 比の左右




【考   察】 
 本研究では，CR 課題の練習前後で STDT 値の変化について検討した．その結果，





合に寄与し，CR スコアの向上と左 STDT 値の減少が認められたものと推察された． 
